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備考 罪頁小計 /っ之、介ヶろ 円泳髯孜 費

領 収 書 等 貼 付 用 紙

2015年 フ月 14日

領 収 証

日本共産党町田市議団 様

ガィ疼漸いずみと艦 :水戸泉
〒195-0057東京都町田市真光寺2-18-1-2-206

Te1/Fax 042-フ 37-フ650

領収金額 ¥102,546円
(うち消費税相当額は7B596円)

領収金額の内容は以下のとおりです。

Q

品  名 内 容 数 峯   学 価   金 額 (不党込)

2015年度前期分ホームベージ更新管理費 6ヶ月  15,428   92,568

2015年度サーパレンタル料立管分 1年   9,978     9,9フ 8

輯 盟亜t。



戸人彰次費 頁小計 アクt>′ごク円 備考 チ

領 収 書 等 貼 付 用 紙

2015年 11月 18日

領 収 証

日本共産党町田市議団 様

ァ~ザイ漢弱所いずみとい巌:ガ炉 泉
〒195-0057東京都町田市真光寺2-18-1-2-206

Te1/Fax 042-フ 37-7650

領収金額 ¥97,200円
(うち

'肖

賢税 8%相当額は7,200円 )

領収金額の内容は以下のとおりです。

e

品 名 ・ 内 容 数 曇   学 価   金 額 (税込)

2015年度後期分ホームベージ更新管理費 6ヶ月  16,200   97,200

(以下余自)

翌楓聰盈。



領 収 書 等 貼 付 用 紙

備考頁小計 /,労 , 円みヽ 費

CASH SERViCEご不」用控 CASH SEPViCEご不」用控
てありがとうござtヽま現 PC∝ACCO

毎度こ郵 Jttt

'OGH“

CO

口

◆ 八 千 代 銀 行
用Ю紹
鶏

◆ 八 千 代 銀 行
用M仕
鶏

領
領
※
※
収書は重ねて貼付しない。
収書が枠からはみ出す場合は別紙に貼る。

硬糞 *手
十 ホ

‐
お

編

込

明

組

，

ご

案

内

浜銀行
チ|1西 支店
通  1206332
テ
゛
サ
゛
インガ ムシヨイス

゛
ミト 本(

三市ッキヨウサントウマテタ
｀`
シ

年
゛
,゛ ン 様

〕42-724-4030

昌

■ キ ■

硬養
*Ⅲ Ⅲ *・

靱 .

L UЧ つく/

毛 I冨 T旋 い

陵浜銀行

鵠川西支店

普通 1206332
テ
゛
サ
゛
インン
゛
ムシヨイス ミ゙ト 様

ニホンキヨウサントウマテタ
゛
シ

年
゛
夕
゛
ン 様

342-724-4030
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

政務活動費
支出額 (頁小計 ) 計伸、73わ 円

項 目
(Oで囲む )

1人件費

2調査活動費

3研修・研究・会議費

4資料作成費

7通信運搬費

8事務費

5資料購入費

餅
報費

備 考

惹 年 う月だ 日 領 収 書 No.

野.泰ミミ屯 奪蓼帝義露様

摘 金

羅ご磐帝f冷弱ニユース
ユ

上記金額を正に領収致しました

イ~‐
耳てlti=耳菅 `

あ力つき印刷株式会社 |

詈Y績量壽糟 す:菫

ニゴ〒年  て月 日⌒
工、フ
領 収 書 Nα

ffttτ i
荘 :ヨ
「
と二

様

金

.`｀ 「
~4 _■

,

上記金額を正に領収致しました

あかつき

<
-2

電 話 (代表 )

■弼牟議団ごュー泉
2ヴよ身子滑ご ¥素うデイタダ♂ヽ    盟才;‐専浴B,ぅ

うa

拾

ィォ
じ

千 百

”挙
丁

万

ｒ
う
リ

千
　
府
一

畜
口　
か
〉ヽ
ィ
・

拾

ｔ心

円

、
／沐

千 百

ヽ
二

拾

（
一

万
ｉ
Ｔ

千

、ｒ

百

二
／

拾

「，↓

円

ニ
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

芥クク,ど bF円 備考頁小計費

≧θrど 年/ 月ニダ日 領 収 書 No.

ユ存チ毎t aTg行な各a様

謗ξ会4ど掛〔多多>=真

多● 多a

上記金額を正に領収致しました

i二ifi'とを
'持

if~、 Ⅲ

あかつき印
-2

電 話 03 (代表)

励す年 lr月 ♂む日 領 収 書 No.

βネ受遂逸空磨存姦餌様

摘

箸鬱才務矮多多/た
力庁与 | 戸子

上記金額を正に領収致しました

あ力つ き印刷株式会社
東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-25-2
電 話 03(3497)0も 31(代表)

拾

つ
・

円

ダ
，浄

千 百

）
一
‥

拾

う
一

万

４
Ｙ
…

千

（伊

す日
　
‐
，
１
・

金

拾

７
分

万

０
う

千

▼
ｒ

百

１

拾

Ｔ
Ｆ

円

７
帝

千 百

望
下
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

尋備考占大髯R巧疑費 頁小計 >/あ ο 円

CASH SERViCEご不」用控 CASH SERⅥ CEご利用控

ずほ銀行
宿西日支店

通  1097253

ホンキヨウサンドウマテタ
゛
ウ

｀`
夕
゛
ン 様

42-724-4030

カツキインサリ(方  ホ長

Po餌▲cco Pcc=▲ ccc

ロ

◆ 八 千 代 銀 行
用峨 掛

鶏 ◆ 八 千 代 銀 行
用卜O121瑶
a

PcCI阻C80警 てありがとうございま魂    俄
“
幹aec。

ロ ロ

紙 |

◆ 八 千 代 銀 行
用岨 掛

鴇2 ◆ 八 千 代 銀 行 躍M劉 団キ Z∞

■:弱干!讐議rlど癬額撮
1挙
弼撃害壱:鷲密奪岳

欝 苧
=fttσ
褐

FI絲
剰:|1事患Iξ♂!ちもな

il:手発篭盗心

ずほ銀行

宿西 日支店

)重  1097253

ホンキヨウサントウマチタ
゛
ン

゛
夕
｀`
シ 様

42-724-4030
キ

カツキイツサリ(力  様

CASH SERViCEご奉」用控 CASH SERViCEご禾』用控

6日
:0322.0011

つ 4お支

お取gi金額 |

¥287i172
|すiぢ監言章盈隷 I菰塩

手 数 君

≧540
高

おつり

ずほ銀行

宿西日支店

,重  1097253

キヨウサントウマテタ
｀`
シ

゛
ン 様
-724-4030

ン

タ

，
」

ホ

゛

　

４

カツキインサリ(方  様

|デ支,、 空もfl l (′ o324(,(〕 了「ぅ

お取]1金額
F2(′ L〕 ,1(ブ て,

.〒守マニ吾黒支■毛〒鳥!五
fヨト
“

硬貨

/1(〕
手
碧島

残

おつり

ずほ銀行

宿西 rJ I芝 店

通 1097253

ホンキヨウサントウマテタ
｀`
ツ

ヾ
ダ ン 様

42-724-ど lt'3(〕

カリキイツサリ(力  十氏
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日本
共産党
市議回

一薔

霞
鷲磐
縫
甦
粂
藝
愛
講
巨

町
田
市
議
会
２
０
１
５
年
第
１
固
定
例
会
が
２
月
２６
日
～
３
月
〃
日
ま
で

一一　
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
と
切
実
な
市
民

一一　
要
求
実
現
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
石
販
市
長
が
提
案
し
た
２
０
１
５
年
度

一
般

ｔ
・　
会
計
予
算
は
、
学
校
教
育
や
障
が
い
者
福
祉
予
算
等
を
大

・
幅
に
削
減
す
る

一

一一　
方
、
「文
化
芸
術
ホ
ー
ル
」
整
備
な
ど
大
型
公
共
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
目
白
押
し

一
・
で
あ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
第

一
に
転
換
す
べ
き
と
論
戦
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

石
阪
市
長
は
、
新
年
度
の
施
政
方
針
で
、

「町
田
駅
周
透
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

町
田
市
民
の
誇
り
と
な
る

一
流
の
文
化
芸

術
ホ
ー
ル
整
備
の
た
め
、
今
年
度
は
基
本

構
想
策
定
を
始
め
る
と
述
べ
ま
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
共
産
党
の
殿
村
健

一
市
議
が

一
般
質
問
で
、
池
川
友

一
市
議
が
代
表
質

疑
で
た
だ
し
ま
し
た
。
昨
年
５
回
行
わ
れ

一

た

「文
化
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
座
談

会
」
で
、
「町
田
駅
前
に
２
５
０
０
席
以

上
の
ホ
ー
ル
を
持
つ
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建

設
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
大
勢
を

占
め
た
と
の
座
長
の
報
告
に
つ
い
て
質
問
。

「
一
流
と
は
？
」
「オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ホ
ー

ル
と
は
？
」
と
何
度
質
問
し
て
も
か
み

合
っ
た
容
弁
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
専
門
家
か
ち
は
莫
大
な
費
用
負
担

（数
百
億
円

。
都
政
新
報
）
を
要
す
る

と
の
指
摘
が
あ
，
ま
し
た
が
、
市
民
の

合
意
が
な
い
上
、一都
市
聞
競
争
に
勝
つ

た
め
の
手
段
と
し
て
建
設
あ
り
き
の
文

化
芸
術
大
ホ
ー
ル
ヘ
の
税
金
投
入
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
計
画
の
自
紙
撤
回
を
求

め
ま
し
た
　
　
一

野
津
田
公
園
、【薬
師
池
公
園
、
芹
ケ

谷
公
園
、
鶴
間
公
園
の
再
整
備
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。一
野
津
田
公
園
の

ク
ス

ポ
ー
ツ
の
森
″
構
想
の
中
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た

『ば
ら
広
場
』
が
存
続
の
危
機
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
理
解
と
合
意

の
な
い
大
型
プ
ミ
ン
ェ
ク
ト
は
行
う
べ

き
で
あ
り
ま
せ
ん
。

「子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
創

っ

て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
十
１
！

石
阪
市
長
は
、
施
政
方
針
で
こ
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
度
、
学
校
運

営
に
関
わ
る
予
算
は
、
バ
ッ
サ
リ

削
ら
れ
て
い
ま
す
。　
一
般
会
計
の

経
常
経
費
は
総
額
４
億
円
削
減
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
学
校
教

育
費
は
２
億
５
千
万
円

Ω

・５
％
）

と
も

っ
と
も
大
き
い
削
減
額
と
な

つ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
小
中
学

校
管
理
運
営
の
備
品
費
は
鬱
校
で

約
６
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
１５

年
度
は
０
円
な
の
で
す
。
備
品
費

と
消
耗
品
費
を
合
わ
せ
る
と
、
１

億
１
４
５
９
万
円
の
削
減
で
す
。

す

で
に
、
学
校
現
場
か
ら
は

「学
校
運
営
に
支
障
を
き
た
す
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
削
減
の
規

模
に
つ
い
て
市
教
育
委
員
会
も

「想
像
で
き
な
い
」
と
い
う
ほ
ど

で
す
。
さ
ら
に
、
「保
護
者
の
負
担
軽

減
を
区
る
た
め
の
事
業
は
削
減
し

な
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
小

・
中

学
校
集
団
宿
泊
行
事
補
助
金
は
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
（別
表
）。
こ
れ

に
加
え
て
、
バ
ス

一
台
あ
た
り
の

単
価
が
上
昇
し
て
お
り
↓
補
助
金

の
変
更
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
保

護
者
負
担
は
増
え
て
い
る
の
で
す
。

未
来
を
に
な
う
の
は
子
ど
も
た

ち
で
す
。
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
極
め
て
重
要
な
仕
事
で

あ
り
、
地
方
自
治
体
の
第

一
義
的

な
仕
事
で
す
。
学
校
教
育
予
算
削

減
を
転
換
し
、
抜
本
的
充
実
の
た

め
に
市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

380種類のパラが咲く野津田公園ばら広場

集団宿泊行事交通費補助金(用)

2015年 6月号
発行/日本共産党匝田市議団 〒194-00228丁 田市森野3-7-46

ュー ス  電e3/042(723)6312 FAX/042(725)1988 メーザレ/pOst@
日本其塵鬼

集団宿泊行事―

補助金

△2,500
′」ヽ5

(バス1台あたり)
フ2,500 70,000

130,000 120,000 △10j000小6、中1、中2
(′ スヾ1台あたり)

11,000 ハ 1,000中3
(新幹線1人あたり)

12,000

日本共産党町田市議回 醗
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げ
て
、
社
会
保
障
費
の
財
源
に
す
る
と
約

束
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
大
幅
な
削
減
と
負
担
増
に
な
り
ま
し

た
。
国
民
を
裏
切
る
や
り
方
は
許
せ
ま
せ

ん
。
日
本
共
産
党
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
制
度
の
改
善
を
求
め
て
、
引
き
続
き

が
ん
ば
り
ま
す
。

佐々本とも子市議は、2020年稼団予定の新しいごみ

焼却場償源化施謝 は、近隣住民との合意形成を図り、

安心感ある公設公営で進めるべきと質問。事故や災害

時における町田市の関与の重要性

を強く求めました。また、子育て

世帯への経済的隻担軽減策として、

婚姻歴のないひとり親への「みな

し寡婦控除」の適用を求め、「研究

していく」との答弁がありました。

また要介護者 (1～ 5)への「障
害者控除対象者認定書」の申請促

進を求めました。
佐々本とも子
TEL(793)4137

市民が身近で利用する市民センターやコミュ

ニティセンターヘの今年度配分予算が、消耗

品費で平均35%減、施設修繕費は65%減、備

品修繕費はほとんどのセンターでわずか千円

「※費目存置」に。市民活動や生涯学習の拠

点である公共施設への大幅な予算削減は、利

用者要望に応えられないばかりか、サービスの

後退に直結します。日本共産党市議団は消耗

品費など配分予算の復活を求めてがんばりま

す。(※最低限の予算で費目を残しておくこと。)

今年度予算では、障

れました。町田市では

動手段としてタクシー

助していました。病気

制度ですが、今年度か

補助対象の上限が月額

そう生活が大変になる

ています。

町田市は民間の借家

ビスなどの障がい者施

賃補助を行い、施設逗

では、家賃補助が月最

報酬の見直しによる収

の運営を圧迫する恐れi

障がい者のくらしやサ
ヽ

唖
百
】
一
コ
一
【
革
」
事
【
”
「
工
一
≡
】
”
百
】
」
由
一
【
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【
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瀬
一
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】
】
ヨ
〓
】
一
一
“
一
「
】
中
“
一
【
一
】
「
“
【
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“
】
≡
一
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】
一
一
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「
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】
一
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】
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「
コ
一
】
「
一
【
【
”
【
コ
一
【
一
”
”
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力
一
ュ
エ
”
二
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〕
“
“
ョ

殿村健―市議は、石阪市長の施政方針をただしました

(「文化芸術ホール」は1画)。 安倍暴走政治の下での自

治体の役割を問うとともに、消費税増税に反対、国保税

の引き下げ、子どもの医療費助成拡充、高齢者医療費助

成の実施を求めましたが、「やる考え1よなし可 と答弁。

くじら山の宅地開発について、さく

ら建設は、2%の計画を取り下I大
用地を分割し、一部を売却。2社に

よる新たな計画が進んでいることが

明らかになりましたと殿村健一市議

は、くじら山は市街地に残された貴

重な自然であり、従来の面積時と同

等の対応で、翼収を含め緑と湧水を

守るべきであると要求しましたと

とのむら健―
TEL(793)5458

細野龍子市議は、障がい者の余暇活動を保障

するサービスの拡充を求め、担当部長が「検討

する」と答弁しました。南町田駅周辺拠点整備

(鶴間公園のマンシヨン建

設や都悪露廃止)について

寄せられている地元住民の

要望書の声を活かすよう質

問しました。「(住民と)協
議すること担当部長が答弁。

協議をするなら、声を活か

して計画を見直すべきとさ

らに求めました。

細野りゆう子
TEL(796)8163

池川友―市議は、地域子育てお目譲マンター■
マイ保育園事業の拡充一=専F]輯の標極的配

置、他あ部碧との連撓曇イとを求めて質問。「体

制と連携は強化していく。2年口が勝負だと思

っていること答えがありました。

また、リエア新幹線問題
にういて「住民の理解」が

偉られなぃ以上、立て坑が

できる上小山田市有地は

売るべきではないと求めた

ところ、「丁寧な説明がしつ

かりおこなわれ、一定の協

議が整つてから売却する」

と答えました。

池川友―
TEL(734)1116

市民センター

配分ラ算が
渡場さとし市議は「相原駅西□周辺の街づくり」計画

にあたつて住民の要望を生かし、相原駅利用者の利便
I陛

と相原に住む人たちの生活向上につながる計画にすべき

であると市に求めました。介護保険サービスの充実させ

る!ために、介護報酬の削減を行わないように国に求める

べきであり、介護人材確保のための取

組を更に強化すべきだと求めました。

担当部長が「介護人材の確保に努力し

ていく」と答弁しました。市営住宅の

使用承継の拡充について、「原則とし

て配偶者のみとし、親子間の入居承継

を認めない」とされている条例を改正

するよう求めましたが、その考えはな

いとの答でした。

ゎたばさとし
TEL(810)3229

-34-
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Ⅲ

Ｖ
一
一
一
一

収
入
２
８
０
万
円
以
上
で
利
用
料
２

第

一
回
定
例
会
に
、
介
護
保
険
料
が
基
準
額

（第
５
段
階
）
で
年
５
６
０
０
円
、

約
９

・
５
％
の
値
上
げ
と
な
る
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し

た
が
、
自
民
、
公
明
、
民
主
、
維
新
な
ど
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
３
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の
改
定
は
２
０
１
５
～
Ｖ
年
度
が
第
６
期
目
に
な
り
、
保

険
料
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
改
定
さ
れ
た
条
例
で
は
、
保

険
料
が
第
５
期
に
く
ら
べ
て
ほ
と
ん
ど
の
所
得
段
階
で
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
（下

段
の
表
参
照
）
年
金
の
削
減
や
物
価
高
、
増
税
な
ど
に
苦
し
む
高
齢
者
に
と
っ
て
９

％
以
上
も
の
保
険
料
の
値
上
げ
は
暮
ら
し
に
響
き
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
市
や
都
の

繰
り
入
れ
の
増
額
と
、
国
の
交
付
金
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
町
源
を
生
み
出
し
、
介

護
保
険
料
の
値
上
げ
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

国
の
制
度
改
定
に
よ
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
引
き
上
げ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
す
べ
て
の
人
が
１
割
負
担
で
す
が
、
２
０
１
５
年

８
月
か
ら
単
身
者
で
収
入
が
年
２
８
０
万
円
以
上
、
夫
婦
世
帯
で
年
３
４
６
万
円
以

上
の
利
用
料
を
２
割
に
す
る
も
の
で
、
知
％
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。　
一
方
、
特

養
ホ
ー
ム
や
老
健
施
設
入
所
者
の
低
所
得
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
た
部
屋
代
や
食

事
代
の
減
額
措
置
も
、　
一
定
の
預
貯
金
が
あ
る
と
廃
上
に
な
る
と
と
も
に
、
す
べ
て

の
対
象
者
が
再
申
請
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
要
件
が
要
介
護
３
以
上
に
限
定
さ
れ
、
特
例
を
除
き
軽
度
の

人
が
入
所
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
軽
度
の

「要
支
援
１

・
２
」
の
人
の
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
保
険
事
業
か
ら
市
町
村
へ
移
行
し
、
総
合
支
援
事
業
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
お
こ
な
う
地
域
支
援
事
業
が
中
心
に
な
り
ま

す
。
町
田
市
で
の
移
行
や
整
備
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
原
則
と
し
て
こ
れ
ま
で
通
り

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
消
費
税
を
８
％
に
引
き
上

げ
て
、
社
会
保
障
費
の
財
源
に
す
る
と
約

束
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
大
幅
な
削
減
と
負
担
増
に
な
り
ま
し

た
。
国
民
を
裏
切
る
や
り
方
は
許
せ
ま
せ

59,000

年度予算では、障がい者福祉予算も大幅に削減さ

した。町田市では身体障がい者の通院のための移

段としてタクシー利用を上限5万円 (月 )ま で補

ていました。病気や障害による通院に欠かせない

ですが、今年度から2500円以下は自費負担になり、

対象の上限が月額 3万円までとなりました。「いつ

生活が大変になる」と不安や反対の声が寄せられ

ます。

田市は民間の借家などを借りて放課後等デイサー

などの障がい者施設を運営する場合、市独自の家

助を行い、施設運営を支えています。今年度予算

、家賃補助が月最大 1万円削減されました。事業

の見直しによる収入減と相まって、障がい者施設

営を圧迫する恐れがあります。日本共産党市議団は、

い者のくらしやサービスを守るためがんばります。

「特
養
入
所
」
は
要
介
護
３
以
上
に
限
定

要
支
援
者
サ
ー
ビ
ス
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

6期所得段階別介護保険料額 の上と較)
算も

パッサリ削減
第5期事 業 計 画 (2012～ 20J4年 度 )

保 険器率
年額 (円 )

月額 (円 )
所 鶯 区 分 保 険料 率

26,500
29,100045

2,214
第 1段階

29,500
第 1段階 0_45

2.42505
2.460

第 2段階

40,40036,900
3,368

0625特例

第 3段階
0_625

3,075
48.50044,200
4,042

第 3段階 075第 3段階 075
3.690

51,70047.200
4,312

第4段階 08特例

第 4段階
08

3,936
64,600

5,390
10第 4段階

(基準 領 )
10

71,10064,900
5,929

1111
5,412

第 5段階

80,80073,800
第 7段階 125

6,7376,150
第 6段階 125

90,50082,600

7,5466.888
第 3段階 14第 7段階 14

103,40094,400
16

8,6247872
毎9段階第 3段階 16

129,300
20

10,780
第■0段階

142,200

118,000

11,858
22

155,200

12936
2.4

第 9段階 20

9,840

課税 状 況

本 人世帯

120方円以下

非

課

税

一

一
課

税

年

金

収

入
額

と
合

計

所

得

の
合

計

2ヽ5万円以上
190万由未満

1190万 円以上
F9oo万口未満

」300万 円 以上
1500万 円未 満

500万 円 以上
1800万 円未 満

800万 円以上
11200万 円未満

合

計
所

得

金

額



戦
争
法
案
反
対
の
宣
伝
を
す
る
共
産
党
市
議
団
（小
田
急
町
国
駅
前
）

○図書館や乳幼児健診施設を併設した忠生市民セン

ターは、地域活動室やホールのほか 9室の貸し出

し施設があります。図書館に1よ蔵書が 7万冊、中

高生も利用できるように関覧コーナーや学習スペ

ースが設けられ、とても喜ばれています。

○◆年 4月 1日の町田市の保育所等入所待機児童数

Iよ 165人、前年より48人減少しました。党市議団

が議会のたびに認可保育所の増設を粘り強く求め

るなかで、2015年度整備計画として、新設 2か

所と分園 1か所分の予算が盛り込まれました。ま

た庁内の保育・幼稚園課にIよ、保育を必要として 新しい忠生市民センターに併設された図書館

いる市民三―ズに合わせた
I盾報提供をおこなう

「保育コンシェルジユ」が配置され、きめ細やかな保育サービスが利用できるようになります。

○児童数増力8と校舎の老朽化で、保護者からも強い建替え要望がでていた鶴川第一小学校の改築予算と、

不E式 トイレを洋式に取り換える学校トイレリニューアル予算が 3校分つきました。2017年度全校完了

の計画を着実に実行させていきます。

§

珍

藝

尋

轟

藝

§

藝

洋式とフローリング仕様の南第一小学校のトイレ

縮付部l奨学金の創設など拡充求める意見書多数で可決
世界一高い学費といわれる日本で、学費と生活費をまかなうために奨学金を

利用せざるを得ない学生たち。卒業後は利子で膨らんだ償還金が大変な負担で

す。返済しなくてもいい給付制の奨学金を国に求める請願が、市内の青年、学

生たちから提出され、多数で採択されました。また、日本共産党市議団が同請

願を意見書として提出して可決され、国に対して送られました。請願や意見書

に対する各会派の態度は以下の通りです。

日
本
共
産
党
市
議
団

:I

I]

日本共産党提出

6月 10日 (水)
市民ホール 第5会議室

6月24日 (水)
市民フォーラム 男女平等多目的室

7月 8日 (水)。 7月22日 (水)
市役所3階日本共産党会派室

いずれも午後2時から

× 不採択× ○ ×
1国保前産の広域化をやあt菌

イ呆税の]|ボイデを求める請願!!
○

× 不採択× ○ X

○ × ○ 採択○ △

給付制奨学金を創設し、無利

子奨学金の拡充を求める意

見書の提出に関する請願

× △ 否決◎ X ○企業団体献金の廃止を求め

る意見書

× × 否決◎ × O
サービス残業根絶、長時間労

警課議是蟹≦守
あ冷与

否決× O X ×◎
介護報酬引き下げの見直し

を求める意見書

請願・意見書名
日本

自民党
共産党

公明党 保守連合  結果市民派

クラブ

-36-

◎提出 O全員賛成 △一部賛成 X全員反対



日本其塵夏憲法違反の
，
」

６
月
２
日
か
ら
２４
日
ま
で
、
２
０
１
５
年
第
２
回
町
田
市
議
会
定
例
会

（
６
月
議
会
）
が
開
か
れ
、　
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
は
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
５
人
全
員
が

一

般
質
問
を
行
い
、
住
民
要
求
や
選
挙
公
約
実
現
を
め
ざ
す
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
国
政
上
の

い
く
つ
か
の
問
題
も
議
論
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

「戦
争
法
案
」
の
問
題
で
は
、
今
国
会
で
の
成
立
の
可
否
を

め
ぐ
っ
て
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
立
塀
で
請
願
や
意
見
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
町
田
駅
周
辺
地
区
拠

点
整
備
基
本
方
針

（案
）
を
め
ぐ
り
、
地
元
か
ら
は
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
国
会
に
提
出
し
た
安
保
法
制
＝
「戦
争

法
案
」は
、
日
会
論
戦
を
通
じ
て
、
幾
重
に
も
憲
法
違
反

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
１２
日
の
本
会
議
で
、
新
日
本
婦
人
の
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
「戦
争
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る
請
願
（紹
介

議
員
は
共
産
党
）
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
は
と
の
む
ら
健
一議
員
が
賛
成
討
論
に
立

ち
、
「戦
争
法
集
」
の
①
違
憲
性
②
対
米
従
属
性
③
歴

史
逆
行
性
と
で
つ
問
題
点
を
指
摘
し
、
請
願
は
採
択
す

べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。
差閑
願
に
は
、
共
産
党
と
市
民
ク

市
民

・
超
覚
派
３
０
０
人
が
参
加
し
た

「戦
争
は
ゴ
メ
ン
堅
ま
う
だ
市
民
デ
モ
」

（＝
６
月
２０
日
、
主
催
　
戦
争
は
ゴ
メ
ン
“
ま
ち
だ
市
民
連
絡
会
）

・ゴ
々
ｉ
，

，
■
・

L

ラ
ブ
全
部
）が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
自
民
党
、
公
明
党
な

ど
が
反
対
し
た
た
め
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
に
は
、
「戦
争
法
柔
」
を
め
ぐ
る
２

つ
の
意
見
書
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

あ
は
、
共
産
党
、
民
主
党
、
ネ
ッ
ト
、
社
民
党
が
共
同

で
提
案
し
た
「今
回
会
で
強
行
採
決
し
な
い
よ
う
」
求
め

る
意
見
書
。よ
う
ち
は
、
自
民
党
、
公
明
党
、
保
守
連
合

が
提
出
し
た

「今
回
会
で
の
成
立
を
図
る
よ
う
強
く
求

め
る
笠
忌
見
書
で
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
「推
進
」
の
意
見
書
に
姑
し
て

「戦
争
法
案
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
」
「世
論
は
反
対

多
数
だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
」な
ど
質
疑
。提
案
者
の
自

民
党
議
員
は
、
「国
会
審
議
で
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
」
の
一

点
張
り
で
何
あ
ま
と
も
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
共
産
党
市
議
団
は
、
堅
思
法
違
反
の
戦
争
法
案
を
、

今
回
会
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
」
と

討
論
。
他
党
か
ら
は
質
疑
も
討
論
も
な
く
、
「推
進
」
の

意
見
書
が
自
民
党
、
公
明
党
、
保
守
連
合
の
賛
成
（反

対
は
共
産
党
、
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）
で
可
決
す
る
と
い

う
民
意
と
は
か
け
離
れ
た
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
は
「反
対
」
「慎
重
」
の
意
見
書
を
可
決
し
た

地
方
議
会
が
圧
倒
的
で
す
。
多
数
の
憲
法
学
者
、
歴
代

内
閣
法
制
局
長
官
、
元
最
高
裁
判
事
な
ど
が
憲
法
違

反
と
指
摘
す
る

「戦
争
法
集
」
は
た
だ
ち
に
廃
案
に
す

る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
力
あ
わ
せ
て
奮
闘
し
ま
す
。

国

南
阿
田
駅
の
周
辺
整
備

町
田
市
は
、
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
モ
ー
ル
と
鶴
間
公
園
を
一

体
的
に
整
備
す
る
南
町
田
駅
周
辺
地
区
拠
点
整
備

基
本
方
針
を
６
月
末
に
策
定
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
か
ら
東
急
電
鉄
と
協
議
を
重
ね
て
い

ま
し
た
が
、
周
辺
住
民
に
知
ら
さ
れ
た
の
は
２
０
１
４

年
■
月
で
す
。

６
月
議
会
に
は
、
縫
間
公
園
が
あ
る
地
元
の
南
町

田
自
治
会
か
ら

「
『南
町
田
駅
周
辺
地
区
拠
点
整
備

基
本
方
針

（案
）
に
お
け
る
①
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
モ
ー
ル
と

鶴
間
公
園
間
の
ケ
ヤ
キ
通
り
廃
止
反
対
②
鶴
間
公
園

多
目
的
運
動
広
場
北
側
の
線
路
沿
い
に
幅
１６
ｍ
の
道

路
新
設
反
対
』
を
求
め
る
請
願
」
が
４
５
５
６
筆
の
署

名
と
と
も
に
提
出
。
日
本
共
産
党
は
紹
介
議
員
と
な

り
ま
し
た
。

請
願
審
査
の
質
疑
の
中
で
も
、
交
通
問
題
、
豪
雨
対

策
、
通
学
路
の
問
題
、
鶴
間
公
園
の
緑
地
な
ど
、
課
題

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
重
大

な
問
題
は
、市
が
、周
辺
５
町
内
会
・自
治
会
の
う
ち
、

請
願
を
提
出
し
た
南
町
田
自
治
会
以
外
は
、
「計
画
」

に
賛
成
し
て
い
る
と
説
明
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

実
際
は
反
姑
し
て
い
る
自
治
会
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
柔雨
願

は
、
共
産
党
以
外
が
反

対
し
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
住
民
合
意
が

不
十
分
な
ま
ま
に
進
め

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。基
本
方
針
は
「撤

回
」す
べ
き
で
す
。

革一
へ

左

国
。中蜘
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日本共産党町田市議団ニユース (2015年 8月号)

とのむら健―市議は、芹ケ谷公園再整備計画について質

問しました。“芸術の社"へ都営住宅跡地活用や (仮称)国際

工芸美術館、クラフト体験施設、トイ

レの整備をする。送迎バスも検討す

ると答弁しました。市民参加で検討

し、過度な財政投入で市民生活の

予算を削減しないよう求めました。

細野りゅう子市議は、境川の豪雨対策の一環として実施さ

れる調節池整備に伴い使用できなくなる西田や鶴間のスポーツ

広場について代替地の確保を強く・

求めました。担当部長は、公園、緑

地、都有地の活用、南地域の中学校

の夜間照明設置などあらゆる手立て

をとると答弁しました。

くコ色暮ワツリ呼鯉
佐々本とも子印霰は、マイナンバー制度の個人情報保護対

策について質問。市民部長は、各種情報はこれまで同様役所

内で分散管理し、個人情報の漏えい

を防ぐための保護措置を講じている

と答弁。重ねて適用範囲の拡大や徴

税強化目的の運用はしないよう求め

ました。

池川友―H】露は、認可保育所の増設で待機児童ゼロ実現

と保育の質確保を求めて質問。部長からは「 1

9年4月には待機児をゼロにする」と答弁があ

りました。また、保育の質の確保については、

「質は重要な課題」だと認めた上で、就職相

談会や研修に力をいれると答えました。野津

田公園の自主事業についても質問しました。

噸

わたばさとし市議は、オスプレイの横田基地配備計画に対

する市長の見解を質しましたが、市長自らは答弁せず部長が

「国からの情報提供を求める」と答え

るにとどまりました。木曽森野都営の

坂道対策として、バス事業者に対し

水道局付近に新たにバス停を設置す

るよう求めていると答弁がありました。

鞣

十党市議団の一般質問
今
年
度
の
学
校
教
育
予
算
（備
品
費

・

消
耗
品
費
）削
減
に
よ
る
影
響
が
、
教
育

内
容
に
も
出
始
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
か

ら
約
２５
％
の
削
減
で
す
が
、
こ
れ
は
３
学

期
分
（１
～
３
月
）
に
相
当
し
ま
す
。

「学
校
便
り
の
発
行
回
数
を
減
ら
す
」

「塩
素
剤
が
高
価
な
た
め
９
月
の
プ
ー
ル

授
業
を
減
ら
す
」
「ボ
ラ
ィ
ア
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
使
う
ボ
ー
ル
ペ
ン
も
自
己

負
担
」
「教
室
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
回
数
を

減
ら
し
た
」な
ど
、実
態
は
切
実
で
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
必
要
な
教
育
予

算
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
学
校
現
場
や

保
護
者
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

奮
闘
し
ま
す
。

市
内
の
小
学
校
で
は
、
今
年
４
月
か
ら

給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
が
６
校
で

始
ま
り
ま
し
た
。

食
材
の
調
達
や
献
立
作
成
は
こ
れ
ま

で
通
り
市
の
学
校
栄
養
士
が
行
い
ま
す

が
、
給
食
室
内
は

委
託
業
者
任
せ

，

と
な
り
ま
す
。
あ

】

る
学
校
で
は
、
力
一

］剖ねとこ勘勘鞣料イ一鬱

て
い
た
り
、
小
麦

声

≒ェ

粉
が
片
栗
粉
と
同
じ
計
量
ス
プ
ー
ン
を

使
用
し
て
い
た
な
ど
、
調
理
体
制
や
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
な
ど
で
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
町
田
市
は
軽
の
小
学
校
を
６
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
、
各
ｌ
校
の
み
セ
ン
タ
ー
校
と

し
て
自
校
直
営
方
式
を
残
し
、あ
と
は
民

間
委
託
す
る
計
画
で
す
。

給
食
は
教
育
全
環

（
Ｈ
「食
育
し

で

す
。
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
に
民
間
委
託
化
で
は
な
く
、
自

校
直
営
で
お
こ
な
う
べ
き
で
す
。

市内公■住宅自治会から

提出された「家貫道上げ中

止」を求める語願 (共菖党は

紹介議員)採択に伴う意見書

を可決しました。

0‐提案音(語霞の場合は紹介議員)、 0賛成、△=一部抑碗、×‐反対

「ボ
ー
ル
ベ
ン
も
買
え
な
い
」

教
育
費
削
減
で
影
響
次
々

●町田第2小学校 ●南成瀬小学校 ●南つくし野小学校
●鶴川第2小学校 ●忠生小争校 ●小山国南小学校

2016年度
縮食民間

委託予定校

わ
~な
じヽことを求づ

市
民
ク

保
守
連

結
果

共
産
党

自
民
党

公
明
党

碩願・ 意見書

◎ × × X ×

「南町田割周辺地区拠点整備基本方針 (案)における①グランベリー

モールと鵠間公園Feョのケヤキ通り廃止反対②鶴間公園多目的運動

広場北側の線路沿いに福16mの道路新設反対Jを求める請願

◎ X X △ ×戦争につながる安保関連2法采 (国際平和支援法案、平
‐
ヽ安全法制

割斎法案)の廃葉を求める意見書提出についての語綴

◎ × × O ○ 可決東日本大藤災復興事業に係る自治体負担を求める方針の見直しを

求める意見書

△ ×◎ ×マイナンパー串l度の実施中とを求める意見書

◎ × × ○ × 否決ヘイトスビーチなど、ノ(葎及び社会的マイツリティーヘの差別を禁止

する法整備を求める意見書

× X ① ×CV22オスプレイの横田基地配備計画撤匡0]を求める意見書

× × 可決平和安全法制に関する意見書

◎ X × × 否決「安全保障関連法案Jの慎蓬審議を求める意見書

可 決◎ × × O ◎東京都住宅供給公社が一般賃貸住宅の継続琢賃の廼上げを行わな

しヽことを求める意見書

8月 12日 8月26日
9月 9日 9月 23日 要雪鶏旬ao42(723)6312

市役所3階日本共産党会派室剛法律相談
毎月第2、第4水曜日午後2時～

※B本共産党町田市議団ニユース2015年6月号の訂正。2面、
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全
会
派
で
共
同
提
出

今
年
度
、
日
（文
部
科
学
省
）
が
学
校

施
設
整
備
の
補
助
金
の
項
目
を
変
更
し

ま
し
た
。
対
象
か
ら
外
れ
た
の
は
、
学
校

環
境
改
善
な
ど
に
か
か
る
事
業
で
す
。
そ

の
結
果
、
町
田
市
で
は
ト
イ
レ
改
修
事
業

な
ど
が
国
庫
補
助
金
の
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
他
の
自
治
体
で
は
、
回
庫
補
助

金
が
不
採
択
に
な
っ
た
こ
と
で
、
事
業
を

廷
期
や
中
止
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
中

で
、
町
田
市
は
市
債
を
発
行

（２
億
１
８

０
０
万
円
）
し
て
、
予
定
通
り
に
事
業
を

す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
す
。

共
産
党
原
案
を

全
会
派
幹
事
長
連
名
で
提
出

１０
月
５
日
の
市
議
会
本
会
議
で
、
全
会

派
幹
事
長
が
提
案
者
と
な
り

「学
校
環

境
整
備
事
業
が
国
庫
補
助
対
象
と
し
て

採
択
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
が

全
会
一致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
手」の
意
見
書
は
日
本
共
産
党
市

議
団
が
提
案
し
て
い
ま
し
た
が
、
「全
会

派
で
共
同
提
案
し
た
い
」
と
他
の
会
派
か

ら
呼
び
か
け
が
あ
り
、
党
市
議
団
が
提
案

し
た
原
文
の
ま
ま
共
同
提
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。
＞」の
意
見
書
は
、
文
科
省
な
ど

関
係
省
庁
な
ど
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
剰
余
金
活
用
し
て

学
校
教
育
予
算
増
額
を
提
案

そ
の
一方
で
、
「教
科
の
予
算
が
半
分
に

な
っ
た
」
な
ど
町
田
市
は
学
校
教
育
予
算

（学
校
現
場
に
配
当
さ
れ
る
予
算
）
が
大

き
く
削
減
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
昨
年
度
の

剰
余
金
を
活
用
し
て
、
教
育
予
算
を
増

額
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
は
、
ズ
学
校
現
場
で
の
）
不
測
の
事
態

に
は
し
っ
か
り
対
応
す
る
」
「
予
算
執
行
の

状
況
に
つ
い
て
検
証
は
お
こ
な
う
七
」と
を

約
束
。
引
き
続
き
、
削
減
さ
れ
た
学
校
教

育
予
算
を
拡

充
す
る
た
め

に
全
力

を
つ

く
し
ま
す
。

党市議団主催「国民健康保険をいちから学ぷ一一国保税猶 卜lザ問題と都包宙県単留 とを考える」=1 0月 28日

8月 27日から10月 5日まで、2015年 ]」田市議会第3固定例会 (9月議

会)がおこなわイ1ました。日本共産党市議回は、2014年度一般会計
,特

月1会計決算に対して「町田駅周辺や南町田周辺の巨大プロジェクトを計画

し、着手した」ことなどをあげて反対しましたが、賛成多数で認定されました。

また、一般会計補正予算は、学校用務の民間委託やマイナンパー制度に関

する予算は認められないと反対しました。

国

一
〓

▼
と ●

被保険者の

負担は限界

石阪市長は、町田市民の約11万2千人が加入している国民健

康保険について、今年8月色0口に開かれた町田市国民健康保険

運営協議会に、所得割・均等割の値上げ(16～220/。)など総額 1

2億円の負担増となる案を酪 間」しました。佐や木智子委員 (日本

共産党)は、「市民の厳しい生活実態を考慮すヽ斎だ」と主張しまし

たが、賛成多数で了承され、次の日には躍挙甲が出されました。市

長はF国保税値上Iザ条例」を12月議会に提出する予定です。

低所得者や高齢者が多く加入している国民健康保険制度は、

「被保険者の負担は限界」というのが全国市長会をはじめ共通の

認識となつており、市も「同様の認識」だと議会で答弁しています。

いま国保税の値上げが行われれば、「払いたくても払えない」

「病要に■Pて■医者嘱ん`責〕`れなャト」という市民害拝
やすこ■艦な

ります。

日本共産党市議団は、匡l民曽保険の根幹である国保制度を堅

持するためにも、「国保税の値上|ザ中止を求める箸名」へのこ協力

をみなさんに呼びかけます。

介護分医療分 支援分

1.38 117現行 4,08

1.494.74 1.62
所得割

答申

6,800 8,400呪行 19,700

9,50025,000 8,500
均等割

答申

3,000 3,000平等割 賓翼なし 9,000

40歳以上の夫婦と子ども 1

平等割 合計 (年)所得割 均等割

15,000 221,900110,600 96,300王見行

265,400119,500 15,000答申 130,900

％

％

円

円

▲

い
▼

一

函

〓
コ

一

磋

町田市議団ニュース
2015年 11月号
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―ス (2015年 11月号 )

9月議会には、マイナンバー制度に関わる条例が提案

されました。内閣府の世論調査でもマイナンバーの内容

を知らない人が半数以上です。その内容は、一人ひとり

の社会保障と保険料 。税の利用・納付状況を一体的

に把握・監視し、徴収強化と社会保障費の抑制・削減

に活用していくことにつながるものとなっています。また、

個人番号が流出すれば、さまざまな個人情報が「芋づる

式」に流出する危険が現実となります。

従業員や家族のマイナン ―ヾを集め、罰則付きで厳格

に管理することが求められている民間企業は費用負担も

大きく、対応も遅れています。国民の支持や理解が広が

らない制度を急ぐ必要はないという立場から、日本共産

党は関連条例に反対しました。

まちだ・さがみ総合法律事務所 弁護士 小峰将太郎
マイナンノヽ一が個人に届き、既にいくつかの問題

が新間をにぎわせています。このような制度に問題

があること|よ言うまでもありません。大事なのは、こ

の制度の利用拡大を防ぐことです。

具体的に言えば個人番号カードの作成をしないと

いうことが挙げられます。このカードは作成すれば身

分証代わりに使えるなどと作成のメリットを作り出

し、イ乍成を促そうとする動きがあります。しかし、身分

証tよ免許証や保険証があれば十分ですし、食品の購

入の履歴まで行政に把握されてしまうカードIよプラ

イパシー侵害の観点から非常に問題です。利用拡大

を防ぐためにも、必要のない人|よ個人番号カード|よ

作らないようにしましょう。

任意の個人番号カードはつくらない

マイナンパー制度
理解広がらす「急ぐ理由なし」
―一民間企業の対応も遅れている

報 解

石阪市長は、2016年

度予算編成方針 (8月 )

で、町田市の単独事業

のうち補助金と扶助費の

経費を廃止・縮小する

ことを日月らかにしました。

裕駒金等及び扶Bt費見直しについて (依頼l

町田市の財政状況は、2015年 度差政方針にも掲げたとおり、市税取入力ξ伸び悩
`―方で社会保障萬係経費が増大するという「構造的収支不足Jおξ顕在1と しており、その収支

不足の解消が喫葉の摂題となつていまi
回基準の社会保障関係獣 が増加の一途となつている中で他の経費の―律削減 (マイナ

スンーリング)には限界があることから、 さ

通知「補助金等及び
「補助金等及び扶助贅見直uこつして (依頼)」 2015年 7月 1日付

扶助費の見直しについて」(右上)では、見直し対象の補助金等は、市民セ
ン

ターまつり補助金、障がい者訪間入浴補助金、老人クラブ運営費補助金、住宅

改良助成金、小・中学校集団宿泊行事補助金など119項目に及∝ す。また、

扶助費では、成人検診助成費や乳幼児医療助成費、義務教育就学時医療助

成費、就学援助費など29項目です。いずれも、市民生活に密着した事業に対

する補助金、扶助費であり、それらの廃止や縮小は重大な影響を与えます。

一方、建設ありきの文化芸術ホールなど都市間競争に勝つための大型公共

プロジェクト1ま野政計画も示さないまま検討、推進では市民の理解は得られませ

ん。日本共産党は、市民の暮らし、福祉、教育第一の市政実現へがんばります。

共
置
党

自
民
党

公
明
党

市
民
ク

保
守
選

結
果意見書・請曜

◎ ◎ 可決◎ ◎ ◎都市農地の保全と農業振興の推進に関する意見書

△ △ 否決◎ × ×川内原発19騰をただちに尋ミすることを求める意見書

× × ◎ ×◎安保
口
月連法案 (戦争法案)の廃案を求める意見書提出に関する請願

0■提案者 (語願の場合は紹介議員)、O=賛成、△  部策成、X=反対

剛 法律相談 11月 11日、25日
12月 9ロ
市役所3階日本共産党会派室

毎月第2、第4水曜日午後2時～

要予約==042(723)6312

F〕

佐々本とも子印露は、小中学校の特別教

室へのエアコン設置を計画百tに進めるよう求

めました。学校教育部長からは、「財源確保に

努めできる限り早期に設督Lしたい」との答弁が

ありました。旧忠生六小跡地活

用は、「来年度に素案を策定し、

近隣住民に意見を伺いながら

活用方法を決定していきたい」と

答えました。 悟息生ム小跡地のグランド鋤レフ大会

特別数室にもエアコン設置を民間委託、小学校給食の質守れない

細野りゆう子市議は、南町田駅周辺整備

計画の『鶴間公園と商業施設一体の整備計

画」は誰が提案したのか質F口l。都市づくり部長

が「町田市から提案した」と容弁。市民の財産

である公園や道I各の活用について独断で進

めたことを認めました。また、小学校給食の民

間委託については、衛生管理や調理の過程

での「問題があった」と認めながら、見直す考

えはなぃと各弁しましたQ

わたばさとし市議は、鳥獣被害から農業

者を守る方策を求めて質問。「育てたスイカを

収獲直前になってやられた」などの声を紹介し

対策を求めたのに対し、 農業委員会会長か
ら現在東京都に働きかけ、広域での支援策に

取り組む準備をしているとの答弁がありました。

また、リエア新幹線の土砂級出が行われようと

している尾根緑道を守れ、介護保険利用料の

負担軽減を求めて質問しました。  .

鳥獣被害から市内の農業者を守れ剛訓 I『江 粛耐 霜 爾開晨臣,コエ鰤 齢綱刀■

池‖I歳…市議は、鶴川地域から市民病院

経由のバス路線について質問c実証実験の概

要 (11月 4目～2月29日まで。鶴川団地折り返

し場発→町田バスセンター行)について明らか

にした上で、「ポスターの貼り出し、職員への利

用促進など周
―
知すべきだ」と求めたのに対し、

「とりくんでいきたい」と答弁。実証実験から本

格実施となるよう、市として積極的なとりくみを

強く求めました。

とのむら健―市議は、「戦

後70年、被爆70年」について

市長の認識をただしました。憲

法違反が明瞭で民意無視の

安保法案 (戦争法案)につい

て、担当部長は、「参院で審議

中であり、動向を注視する」、

F核廃絶、非核三原則完全実

施を市の“宣言"で訴えている」

と答弁しました。くじら山!の緑と

湧水、住環境の保全、鎌倉街

道菅原神社付

近の交通安全

対策強化を求

めました。
9月6日 rSTOP戦 争法案

“ようだ市民デ割 (学安手は

ヨメン

“

まうだ市民連路会

主悩)には350人 を超える

書朋l者がありました。

『戦後70年」、安保法案に
ついて市長の認識を問う

党市議
日本共産党市:i団 か9月妻会て行つた一般質問

の要旨 1よ次の通 7)です。
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2015年
12月議会
報告

■

加入者全員が対象与平均20‐
。/oの値土Iプ

「くらしを直撃する」一共産党は反対
２
０
１
５
年
第
４
回
町
田
市
議
会
定
例
会
（１２
月
議
会
）が
、
「
月
３０
日
か
ら
１２
月
２２
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。日
本
共
産
党
市
議
国
が
求
め
て
き
た
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
含
む

一
般

会
計
補
正
予
算
は
全
会

一
致
で
可
決
。９
月
議
会
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

「
町
区
域
の

新
設
及
び
変
更
に
つ
い
て
ス
小
川

・
鶴
間
地
区
）
に
つ
い
て
、
共
産
党
は
住
民
と
の
間
で
再
度

合
意
形
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
反
対
し
ま
し
た
が
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

・２
月
２２
日
の
市
議
会
本
会
議
で
、
一世

帯
あ
た
り
平
均
２０
％
、
総
額
１２
億
円
の
負

担
増
と
な
る
「国
保
税
値
上
げ
条
例
」
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

（反
対
は

日
本
共
産
党
、
賛
成
は
自
民
党
、
公
明

党
、
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
プ
、保
守
連
合
）。

こ
れ
に
先
立
ち
、
日
本
共
産
党
も
参
加

す
る
「国
保

・
医
療
を
よ
く
す
る
市
民
の

会
」
が
市
長
に
「国
民
健
康
保
院
税
の
値

上
げ
中
止
を
求
め
る
署
名
」
３
４
５
６
筆

を
提
出
し
、
同
趣
旨
の
請
願
を
議
会
に
提

出
し
ま
し
た
全
雨
願
は
不
採
択
に
）。

「生
活
へ
の
負
担
あ
る
≒
低
所
得

者
へ
の
影
響
大
き
い
」

今
回
の

「値
上
げ
条
例
」
は
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
で
示
さ
れ
た
４０
代
の
夫
婦
と
子
ど

も
１
人
、
所
得
２
０
０
万
円
世
帯
で
は
２２

万
１
９
０
０
円
か
ら
２６
万
５
４
０
０
円
へ

と
年
間
４
万
３
５
０
０
円
の
値
上
げ
と
な

り
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
「国
保
加
入
者
の

厳
し
い
生
活
実
態
か
ら
見
て
、
目
保
税
の

値
上
げ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
一貫
し

て
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
市
も

「所
得
が
減
っ
て
き
て
い
る
者
被
保
険
者
の

生
活
へ
の
負
担
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
」
と

認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
他

党
か
ら
も

「値
上
げ
と
で
つ
こ
と
つ
い
て
、

か
な
り
厳
し
い
反
応
が
あ
る
」
（自
民
党
）

「低
所
得
者
へ
の
値
上
げ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、

絶
対
額
は
大
き
い
」
（公
明
党
）
な
ど
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

受
診
抑
制
、濡
納
世
帯
が
増
え
る

可
能
性
が
大
き
い

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
根
幹
と
し
て
「社
会
保
障
及
び
国
民

保
健
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
」

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
、
可
処
分
所
得
（手
元
に
残
る
お
金
）
が

減
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
医
者
に
か
か

る
こ
と
を
た
め
ら
う
受
診
抑
制
が
加
速

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
滞
納
者
に
対
す
る
ペ
ナ
を
ア
ィ

と
し
て
現
在
で
も
三
多
摩
の
自
治
体
で
一

番
多
い
資
格
証
明
書

（窓
口
負
担
１０
割
）

の
発
行
件
数

（２
０
１
５
年
１２
月
現
在
１

６
５
２
件
）
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
引
き
続
き
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
運
動
と
論
戦
で
回
保
税
の

引
き
下
げ
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。

「くらし ,福祉・教育一番の市政を」―一―(左から)池川友一、

細野りゅう子、わたばさとし、佐々本とも子、とのむら健―の各市議

―決議を全会一致で可決
二

2015年度予算で、学校教育予算が総額2億5千万円削減さ孝1

た問題について、共産党市議団は現場の声などを取り上Iザー貫し

て充実を求めてきました。

これらの論戦を受けて、文教社会常任委員会から「学校教育予

算の充実についての決議」が提出され、全会一致で可決しました。

市議会が「喫緊の課題として必要な学校教育予算を確保するよう

求める」内容の決議を可決したことは重要です。共産党市議団は、

学校教育予算充実のために引き続きがんばります。

特別教室に空調設置ヘ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9月議会で共産党市議団Iよ「小中学校特別教室に早期のエアコン設

置」を求めて質問。これに対して市教育委員会は「できる限り早期に設置

をしていきたい」と答弁していました。

12月議会では、教育長が「東京都の補助期間内(2

018年 度まで )に実 施 したい」 (自民党議員への答弁)と表

明しました。着実に実施されるよう、学校や保護者の

みなさんと力を合わせてがんばります。

日本具塵寛
町田市議団ニュース

日本共産党町田市議団発行0日本共産党町田市議団 課 V尾子誘』唐堪
冊子田市森野 2‐2-22 メール post@,cp‐ maChidashigidanttp

2016年 1、 2月号
 I
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日本共産党町田市議団ニユース (201 6年 1、 2月号)

「くい打ち不正」問題をただす
とのむら健―市議は、横浜のマンション傾斜の原因であ

る「くい打ち不正」問題について質問。担当部長は、「市民

の安全にとってあってはならないことだ」として、公共施設建

設の現場監理を強化すると答弁。また、市

のマンション政策の充実を求めました。くじら

山の宅地開発について、希少動植物の保

全と宅地造成の安全対策を求めました。

oe夢 ョ oつ ,o■ ,e'専 t)・う D§ 09う 04'お う う う

介護保険制度改悪の実態を間う
組野りゅう子市議は、介護保険制度の改定による事業

所の運営や利用者の負担増の影響を質問。施設の収入

が3.6%減、サービス利用料2割負担になった人が3094

人、特養ホームの利用料助成が受けられなくなった人が11

00人と大きな影響があることを認めました。また高齢者支

援センターの人的、財政的支援を拡充するよう求めた質問

に、0.5人分を加算すると答弁。さらなる充完を求めました。

9う 多→,多 争0●
'ラ
う
'e■ '多

,書 手与つ→ 予ヽ→つ

子どもと高齢者の医療費無料に

佐々本とも子市議は、子どもと高齢者(75歳以上非課

税世帯)医療費の助成拡充を、日の出町の実例を示して求

めました。担当部長は「課題ではあるが当面困難」と答弁。

また、子ども子育て支援新制度では、10月開園の認可保

育所 l′lヽ山ケ丘)を含めて計画的に増設桁 い、2019年

度には待機児童をゼロになる予定です。多子世帯の保育

料は年少扶養控除があるものと計算していると答えました。

●群09'ヨ 尋J喜 ●●〕0つ 書つヨSe〕 o● 。3,●

学重保育の質と量の改善を
池川友―市議は、共働きやひとり親家庭など子育て支援

の根幹として、学童保育クラブの質と量の改善を求めて質

問。担当部長は「育成スペースの確保が早急に封応すべ

き課題。『学童保育の質の改善5カ年計画』に基づいて計

画的に対応していきたい」と答えました。また、夏休みなどの

長期休業中の学童保育の受け入れ体制の整備、小学校6

年生までの対象年歯令拡大を求めました。

多 ,§ ヨ や つ 9'う ヨ ドD募 0)。デ 奪 つ Oeaお → s,,■ ,

オスプレイ横田昼地配備はノー

わたばさとし市議は、生活保護の住宅扶助費削減によ

る影響等について質問。無理な転居指導はしないことを確

認させました。相原地域の災害時医療拠点が相原小学校

に指定されていますが、医師の確保や緊急輸送などの改

善を求めました。また、オスプレイの横田基地への配備計画

にらぃて市長の見解を問いましたが、市長自身は答弁せ

ず、国の責任において説明すべきと答えるだけでした。

党市議団|の|…股質問
日本共産党市議団は、市民要求と公

約実現に向けて5人全員が一般質問を

行いました。その要旨を紹介します。

鰺
′・ё′

国民健康保険
国庫負

共産党市議団提出の意見書可決

日本共産党が提出した、「 (子どもの医療費助成を実施した自治体

への)国保の減額調整のペナルテイをやめることを求める意見書」が

賛成多数で可決。国でも、日本共産党の田村智子議員らが追求し、

厚労省から「地方創生交付金で助成を拡充したものは減額調整の対

象外にする」との通知が出されました。

また、来年度から値上げされる計画の「後期高齢者医療保険料値

上げをとめるため東京都の財政支援を求める意見書」も可決しました。

◎=―   (講願の場合Iよ紹介議員)、○=賛成、△=一部質万屹、X=反対

繕
黒

共
産
党

自
民
党

公
窮
党

市
民
ク

保
守
運

議案、意見書、請願

△ 碗× ○ △ △
阿区域の新設及び変更について (懐間 なWlつ

× O O △ 破◎後期高齢者医療保険料檀上さを止めるため宋泉都の財政支援を

求める意見書

○ ○ △ 可′央◎ ×国民健康保険の国庫負サB′蔵頷調整のペナルテイをやめることを

求めるま見書

×◎ X X ×国民健康保険税の値上げ中止を求める請願

石阪市長は、「2016年度予算編成方針」において補助金(119

事業)と扶助費 (29事業)を重点的な見直し対象に上げています。

佐々 木とも子市議の一般質問に対して財務部長は、これまでのよう

な一律肖↓減(マイナスシーリング)とこは限界があり、国庫彙担や国・

都の補助基準をこえて市が一般財源負担して

いる「上乗せ・横出し」事業や、一般財源のみ

で負担している経費はゼロベースで見直すと答

弁をくり返しました。

センターまつり補助金 (各セ

ンター8万2千円)が、来年度約

3万円削減されるとの事前報告

がセンター運営委員会にありま

した。すでに、まつり運営に支障

をきたすと懸念の声が出てしヽま

す。市民活動を支援する目的の

補助金は維持すべきです。

市内に2カ所ある銭湯に対す

る補]力金も廃止さイlようとして

います。市民の健康を守り、地域

のコミュニテイを育む場として大

きな役割を乗たしてきました。

風呂釜の修繕やペンキ絵描

き、10回通つたら1回無料で入

浴できるポイントカード事業ヘ

:種 ≦

〉Ⅲ藝姿蓬蓑誓藝審肇〉尋嬰髪竪邑蟹露夏蜜

2015年3月に
開催 された、

第26口木曽山
崎ヨミュ三ティ

センターまつ

りの様子

補助金。扶助費の廃止・統合は

市民生活に重大な影響
0● 0● 0● 0● ● ● ● ● ● 0● 0● 0● ● ● 0● ● ● ● ● 0●

剛 法律相談
毎月第2、第4水曜日午後2口き～

要:予約恋042(フ23)6312

1月 27日、2月 10日
2月 24日、3月 9日
市役所3階日本共産党会派室
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